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今金町民憲章

o 民主主章受に徹して生活を合理化して近代的な町じいたしまLょう。
o 健康で勤労にはげむ明るい町にいたしま しょう。
。筏酷をみがき獲集由開発に努め畳かな町にいたしましょう.
0 融曹をたかめ楽し〈生活できる平和な町にいたしましょう。
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話サービス

始聞

携帯
N
T
T
北
抑
道
移
動
通
信
網
附

(N
T
T
ド
コ
モ

)
の
桧
山
北
部

3

町
を
対
象
に
し
た

2
悲
地
局
内
屯

波
検
査
が

8
月
初

・
初
日
に
行
わ

れ
デ
ジ
タ
ル
方
式
的
併
出
屯
話
サ

ピ
ス
が
刷
始
さ
札
ま
し
た
。

携
川W
泣
話
の
通
話
可
能
地
域
は
、

瀬
棚
、
北
愉
山
と
今
金
町
内
山
間

部
の
屯
波
が
届
き
に
く
い
地
域
を

除
き

3
町
内
市
街
地
部
分
で
は
ほ

ぼ
利
用
可
能
と
な
り
ま
す
。

桧
山
北
部

4
町
で
は
、
本
町
を

初
め
と
す
る
各
観
光
開
発
な
ど
地

域
の
特
性
を
生
か
し
た
様
々
な
事

業
を
展
開
し
て
お
り
、
剛
山
叩
f
山市
地
話

等
移
動
通
信
用
基
地
局
料
品
備
事
裁

の
導
入
に
つ
い
て
、
今
金
町
議
会

に
お
い
て

一
般
質
問
が
行
わ
れ
、

昨
年
叩
月
に
は
、
北
部
桧
山
4
町

議
会
議
只
辿
絡
協
議
会
に
お
い
て

協
秘
さ
れ
、
4
町
の
共
通
株
刷
出
と

し
て
取
り
組
む
、
」
と
を
確
認
し
、

N
T

T
北
海
道
修
動
通
信
網
附
と

• • 
衆
議
院
が

9
月
幻
自
に
解
散
し、

衆
議
院
選
挙
の
投
開
市
日
が
叩
月
初

日
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

衆
議
院
議
貝
の
選
挙
制
度
が
中

選
挙
区
か
ら
小
選
挙
区
比
例
代
表

並
立
制
に
変
わ
り
ま
す
。

小
選
挙
区
選
挙
と
比
例
代
表
選

挙
の
二
つ
の
選
挙
に
よ
っ
て
議
只

を
選
び
ま
す
。
小
選
挙
区
選
挙
は

1
選
挙
区
か
ら

1
名
の
議
貝
を
選

び
比
例
代
表
選
挙
は
全
固
め

江
町

選
挙
区
ご
と
に
行
わ
れ
、

各
政
党

の
待
誤
数
に
応
じ
て
議
只
を
選
び

ま
す
。

衆
議
院
政
只
の
定
数
は

5
1

1

名
か
ら

5
0
0
名
に
な
り

3
0
0

名
が
小
選
挙
区
選
挙
で
・

2
0
0

名
は
比
例
代
表
選
挙
で
選
ば
れ
ま

す
。
小
選
挙
区
で
は
、
波
山
桧
山

が
北
海
道

8
区
に
な
り
小
選
挙
区

で
l
名

北
海
道
比
例
代
表
選
挙

区
は

9
名
が
選
ば
れ
ま
す
。

投
票
は
、

二
烈
制
で
小
選
挙
区

選
挙
で
は
候
補
者
氏
名
を
、
比
例

代
表
選
挙
で
は
政
光
名
を
そ
れ
ぞ

れ
投
票
用
紙
に
告

い
て
投
票
し
ま

す
。ま

式こ

当
日
都
合
で
投
架
で
き

な
い
場
合
は

不
杭
者
投
以
に
よ

北
海
辺
セ
ル
ラ
屯
話
附
へ
昨
年

ロ
月
に
陳
情
性
を
続
出
し
‘
今
金

町
が
事
務
局
と
し
て
各
関
係
機
関

と
辿
絡
訓
墜
を
図

っ
て
尖
現
さ
れ

た
も
の
で
す
。

明
年
、
2
1
3
川
か
ら
は
北
陶

道
セ
ル
ラ

l
屯
話
山
酬
も
絵
山
北
部

で
サ
ー
ビ
ス
開
始
的
計
四
も
進
め

て
い
ま
す
。

ま
た
、
焼
伯
氾
話
は
、

闘
な
ど
の
梢
箆
機
器
が
あ
る
と
こ

ろ
で
は
、

自
主
胤
制
に
よ
り
使
用

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
病

院
な
ど
で
は
、
特
に
使
用
し
な
い

で
下
さ
い
。
道
内
で
は
携
帯
氾
話

が
原
因
で
交
通
事
故
が
多
発
し
て

お
り
、
昨
年
の
倍
以
上
の
事
故
が

発
生
し
て
お
り
ま
す
。

運
転
中
の
官
話
に
は
十
分
注
意

を
し
て
下
さ
い
。

諜
デ
ジ
タ
ル
方
式
と
は

通
信
の
さ
い
デ
ジ
タ
ル
信
号
に

変
換
し
、
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
内
で

あ
れ
ば
雑
音
町
立
い
通
商
が
可
能

で
、
ま
た
、
秘
話
性
に
優
れ
、
高

度
な
略
号
化
処
樫
を
ほ
ど
こ
し
て

い
る
た
め
第

3
者
が
傍
受
し
て
も

「
た
だ
の
雑
音
」
と
し
か
聞
き
取

れ
な

い
な
ど
の
方
式
で
す
。

医
療
機

る
投
戸
川
が
で
き
ま
す

。
不
在
者
投
票

ω選
挙
が
公
示
さ
れ
て
か
ら
仕
事

な
ど
の
都
合
で
、

立
川町μ
ヨ
ニ
宜
主

t
J'I
L
4
3
 

で
き
な
い
場
合
に
は
、

委
只
会
に
出
向
き
‘

選
挙
也
迎

手
続
き

(
印

鑑
を
持
参

の
う
え

投
諒
す
る

』
と
に
を
り
ま
す
。

ω選
挙
の
告
示
前
か
ら
出
線
ぎ
な

ど
町
外
に
で
て
い
る
場
合
に
は
、

次
の
よ
う
な
手
続
き
を
し
て
下
さ

い
。

(
前
求
に
あ
た

っ
て
は
、
出

総
ぎ
先
な
ど
の
住
所
を
正
し
く
記

入
し
て
下
さ

い
。

①
MM
求
用
紙
に
よ
り
今
金
町
選
挙

管
理
委
員
会
に
投
票
用
紙
な
ど
の

前
求
乎
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

②
前
求
を
受
け
た
選
挙
管
理
委
員

内
容
を
緋
宜
し
て
本
人
あ

て
に
投
票
用
紙
な
ど
を
交
付
(
郵

送
)
い
た
し
ま
す
。

③
投
攻
用
紙
な
ど
の
交
付
を
受
け

た
本
人
は
、

会
は

出
昨
怖
さ
先
な
ど
の
市

町
村
の
選
挙
管
理
委
貝
会
で
投
票

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ω不
在
者
投
誤
施
設
の
指
定
を
受

け
て
い
る
病
院
に
入
院
中
あ
る
い

は
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
入
所
中
の
場

合
に
は

そ
の
地
設
か
ら
の
手
続

t 
e 
U 、
/ 

• • 
き
に
よ
り
投
架
す
る
こ
と
が
で
き

事
務
的
方
に
連
絡
し

ま
す
か
ら
、

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

川
病
気
や
出
産
予
定
主
ど
に
よ
り

こ
れ
か
ら
入
院
さ
れ
る
場
合
に
は
、

入
院
前
に

ωの
手
続
き
に
よ
り
投

ま
た

烈
で
き
ま
す
し
、

は

ωの
方
法
に
よ

っ
て
投
票
で
き

ま
す
。

入
院
後

。
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
黙
の
場
合

郵
似
に
よ
る
不
謀
者
投
諜
を
行

う
に
は
、

郵
便
投
票
証
明
書

(
有

効
期
間
4
年
間
で
す
)
の
交
付
を

受
け
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

邸
似
に
よ
る
投
烈
は
、
選
挙
則

目
的
4
目
前
ま
で
に
前
求
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
‘

U
午
め
に
前

求
し
て
下
さ
い
。

古
不
在
者
投
票
期
間

日
月

8
日

i
m月
刊
日
ま
で

官
投
票
時
間

午
前

8
時

ω分
1
午
後

5
時
ま
で

A
H

投
票
場
所

役
場
2
階
選
挙
管
理
委
員
会
室

接
選
挙
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
は
、

今
金
町
選
挙
管
理
委
只
会
に
お
尋

ね
下
さ
い
。

今
金
町
選
挙
管
理
委
員
会

g
z

o
-
-
i
 

〕
内

4〔

ガ
ん
ば
る
ぞ

工
イ
・
工
イ
・
オ
l

ー
小
百
合
保
育
園
運
動
会
1

小
百
合
保
育
図
の
述
動
会
が

9

月

1
日

生
柑
の
雨
の
た
め
総

合
体
育
館
で
図
児

父
母
な
ど
1

5
0
名
に
よ
り
政
大
に
附
似
さ
れ

ま
し
た
。

図
児
は
、

中、

n競
技
が
行
わ
れ
元
気
い

っ

ぱ
い
に
走

っ
た
り
、

父
兄
な
ど
が
兄
司
る

踊
っ
た
り
し

て
い
ま
し
た
。

ま
丈こ

お
父
さ
ん

お
母
さ
ん

が
参
加
す
る
競
技
で
は

子
ど
も

た
ち
の
大
声
援
を
受
け
な
が
ら
ハ

ッ
ス
ル
し
て
い
ま
し
た
。

〕3
 
〔



道
南
地
区
高
等
養
護
学
校

説

明
椛
え
、

2
・
3
年
生
が
行
う
社
会

復
帰
の
た
め
の
実
習
の
受
け
入
れ

先
的
確
保
、
医
療
機
関
内
支
援
体

制
な
ど
、
同
軒
々
主
挫
備
が
必
要
と

さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
道
南
地
区
同
等
養
護
学

校
内
支
出
市
述
絡
協
議
会

・
後
般
会

の
設
立
に
向
け
て
の
説
明
も
さ
れ

ま
し
た
。

y
i
r
-
-

平
成
9
年
4
月
開
校
に
向
け
建

設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
町
等
援
護

学
校
の
説
明
会
を

8
月
初
日
、
役

場
会
議
室
で
ぬ
名
が
出
席
し
、
こ

れ
か
ら
の
謀
題
で
あ
る
支
援
組
織
、

後
援
会
な
ど
の
取
り
組
み
に

つ
い

て
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

説
明
会
で
は
.
手
を
つ
な
ぐ
視

の
会
代
表
大
念
行
雄
さ
ん
よ
り
、

建
設
決
定
か
ら
今
日
迄
内
経
過
説

明
が
行
わ
れ
‘
高
等
養
護
手
校
の

整
備
に
か
か
る
町
の
条
件
整
備
、

こ
れ
か
ら
受
け
入
れ
る
町
民
の
心

川探検隊
後志利別川水質実態調査

日中合作皮影戯合金公演
千二百年の歴史にふれる

A、
~ 

川
月
1
日
に
は
、

辺
教
委
に
お

い
て
役
場
2
階
会
議
室
に
附
校
都

側
室
が
設
置
さ
れ
職
員
が
派
遣
さ

れ
ま
す
。

高
等
養
護
学
校
と
は

障
害
の
あ
る
生
徒

一
人
ひ
と
り

が
3
ヶ
年
間
に
お
い
て
、
職
業
学

科
を
中
心
と
す
る
教
育
活
動
を
通

じ
て
、
剖
会
自
立
や
生
活
自
立
の

索
養
を
培
う
と
と
も
に
、
寄
宿
舎

生
活
に
お
い
て
は
、
集
団
生
活
を

通
じ
て
相
会
適
応
力
な
ど
を
養
う

な
か
で
社
会
性
的
発
述
を
促
し
、

将
来
、
可
能
な
限
り
自
立
し
社
会

参
加
で
き
る
よ
う
教
育
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。• (e 

理
解
と
暖
か
い
山
で

迎
え
て
く
だ
さ
い

心
身
的
障
害
を
も

っ
て
い
る
生

徒
の
教
育
は
、
日
常
の
学
校
で
の

勉
強
や
訓
練
に
は
大
切
な
こ
と
で
す

が
、
日
常
的
生
活
指
噂
も
大
き
主

ウ
エ
ー
ト
を
占
め
ま
す
。

休
日
や
授
業
が
終
わ

っ
た
あ
と

に
は
、
散
歩
や
日
い
物
に
出
か
け

ま
す
。
そ
の
時
に
、
民
い
物
の
廿

方
や
道
の
聞
き
方
、
パ
ス
の
乗
り

方
な
ど
尋
ね
ら
れ
た
り
し
た
と
き

は
、
温
か
い
心
と
親
切
な
対
応
で

按
し
て
下
さ
い
。

一
つ
ひ
と
つ

が
生
徒
た
ち
の
心

に
残
り
、
身
に
つ
き
、
自
立
と
社

会
参
加
の
た
め
勉
強
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
私
た
ち
は
学
校
行
事
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
を
通
し
て
柏

極
的
主
交
流
を
は
か
り
障
害
を
持

っ
て

い
る
生
徒
を
深
〈
理
解
し
、

生
徒
た
ち
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
地

域
活
動
に
参
加
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
進
め
る
な
と
隊
害
者
を
理
解

す
る
環
境
づ
く
り
も
地
域
住
民
の

役
割
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

第

5
回
地
域
研
究
セ
ミ
ナ
ー

利
別
川
が
ど
の
よ
う
な
笑
態
か
を
自
分
た
ち
で
械
か
め

t
ゴ
ρ

リ
リ
|

有
志
干
口
h4H

ょ
う
と
教
育
委
只
会
的
主
似
で
9
月
8
目、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

水
質
実
態
調
査
が
第
5
団
地
域
研
究
セ
ミ
ナ
ー
に
合
わ
せ

こ
の
剣
士
抵
は
、
叩
同
名
が
参
加
し
利
別
川
の
上
流
か
ら
下

流
に
か
け
て
数
箇
所
で
別
査
し
、
生
活
訓
水
や
支
流
の
流

入
と
水
質
の
変
化
的
関
係
.

々
な
物
質
の
影
響
を
は
か
る
目
安
と
し
て
取
り
ま
と
め
学

日
常
生
活
か
ら
出
さ
れ
る
様

習
会
を
行
い
ま
し
た
。

制
査
結
柴
は
、

い
え
な
い
が
生
活
訓
水
と
川
町
汚
染
と
の
関
係
で
い
く
つ

一
図
的
測
定
で
十
分
な
デ

1
7
!
と
は

か
の
項
目
で
高
い
数
値
が
測
定
さ
れ
、

生
活
排
水
に
は
住

民
の
意
織
を
高
め
た
十
分
な
註
定
が
必
要
と
す
る
結
果
が

表
れ
ま
し
た
。

文
化
や
芸
術
に
ふ
れ
あ
う
こ
と
の
少
な
い
児
童
へ
の
鑑

を
め
ぢ
し

9
月
2
目、

JU
機
会
的
総
供
と
生
涯
学
習
の
観
点
に
立
っ
た
学
問
活
動

教
育
委
只
会
が
王
似
と
な

っ
て
各

小
学
校
か
ら
児
主
5
0
0
名
あ
ま
り
が
集
合
し
、

総
合
体

育
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

ひ
こ
ほ
し
」

は
中
国
唐
の
時
代
の

「+'一
u

l

，
 

の
で
す
。

川
龍
之
介
が
日
本
町
子
供
た
ち
の
た
め
に
立
話
に
し
た
も

「社
子
春
伝
」

中
国
の
伝
統
芸
術
千
二
百
年
の
歴
史
に
生
ま
れ
た
影
絵

(
皮
彩
戯
)
は
、
ろ
ば
の
皮
に
色
鮮
や
か
に
着
色
し
、

5 
本

の
俸
を
う
ま
く
繰
り
ス
ク
リ
ー
ン
に
写
し
た
も
の
で
す
。

子
供
た
ち
は
、
彩
絵
を
通
し
て
中

図
的
文
化
に
税
し
み
ま
し
た
。

桜
山
半
円
川
横
断
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ロ
l
ド
建
設
事
業
推
進
協
説
会
が

毎
年
各
町
拘
ち
回
り
で
開
催
し
て

い
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ

l
ド
の
建

設
を
目
指
し
て

9
月
8
目
、
秋
附

れ
の
川
町
天
に
山
ま
れ
て
大
成
町
内

「
て
つ

く
い
ラ
ン
ド
」
で
長
万
部

・

北
柏
山

・
瀬
棚

・
大

成

今

金

の

5
町
よ
り
2
2
9
名
が
参
加
し
、

協
級
会
長
村
本
町
長
の
あ
い
さ
つ

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
金
町
か
ら
は
お
名
が
参
加
し

体
力
に
合
わ
せ
て
、

5
M
-
m
M

コ
l
ス
を
選
び
、
海
円
仲
町
長
色
を

楽
し
み
主
が
ら
マ
イ
ペ
ー
ス
で
走

り
ま
し
た
。

「理容業、美容業及び

クリーニング業の標準

営業約款制度についてJ
-sマークをご存じですか〆~
草II答庖 ・美答I占・7リ ニング

胞に掲示してある S"7-71止、そ

のお広が厚生大臣認可の標準営業

約秋に従って営業している安心と

信頼のしるしです。

• • 

〕a斗〔

サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
後
は
、
豚
汁

が
振
る
舛
わ
れ
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ

イ
ク
な
ど
が
あ
た
る
州
選
会
も
あ

り
参
加
者
全
員
で
最
後
ま
で
楽
し

み
ま
し
た
。(爾

‘安，じと信頼のsマ ア、
5マ クのあるお庖で。

後
志
利
別
川
水
質
事
故

現

地

間
代
川
八
束
樋
門
の
上
流
側
で

ト
ラ
ク
タ
ー
が
河
川
に
転
部
し
、

抑
タ
ン
ク
の
軽
油
が
流
出
し
た
こ

と
を
想
定
し
た
泌
習
が

9
月
4
目
、

劇
団
彬
ぼ
う
し
日
中
合
作
皮
影
戯
公
演
で
は
、

牛
と
し
ょ
く
女
」
は
、
日
本
で
お
な
じ
み
の

「
お
り
ひ
め

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
社
子
中引

を
も
と
に
し
て
、
芥

北
海
道

一
級
河
川
環
境
保
全
述
内
柑

協
議
会
後
志
利
別
川
部
会
が
主
催

と
な
り
開
発
建
設
部
、
桧
山
支
庁
、

土
木
現
業
所
、
管
祭
器
、
消
防
署
、

北
部

3
町
が
参
加
し
、
後
志
利
別

川
水
質
事
故
現
地
演
習
を
実
施
し

ま
し
た
。

こ
の
一
削
習
で
は
、

万
が
一
事
故

が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、

迅
速

か
つ
的
械
な
対
応
対
策
が
緋
じ

ら
れ
る
よ
う
各
関
係
機
関
が
、
密

接
な
述
携
と
市
中
政
処
理
技
術
の
向

演

習

上
並
び
に
地
域
住
民
に
対
し
て
も

日
IM
か
ら
水
質
事
故
に
閲
す
る
啓

議
普
及
を
目
的
に
災
施
し
て
い
ま

す
。演

習
で
は
、
第

一
発
見
者
が

1

1

0
番
通
報
し
、
警
察
が
現
場
雑

誌
後
、
現
地
対
策
本
部
に
辿
給
、

現
地
対
策
第
1

2
庶
で
、
各
町
の

消
防
職
員
な
ど
が
現
場
処
理
の
た

め
出
動
し
オ
イ
ル
7
ェ
ン
ス
放
置
、

吸
活
用
オ
イ
ル

フ
ェ
ン
ス
設
世
な

ど
行
い
、
出
羽
白
終
了
後
、
オ
イ
ル

吸
着
7

ッ
ト
、
中
和
剤
に
よ
る
水

槽
内
で
の
除
去
笑
験
の
笑
泌
が
行

わ
れ
本
番
き
な
が
ら
の
緊
迫
し
た

な
か
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

〕民JV〔



中学生10名が第2田中学生派遣事業

エ2-SJ-弓ふドマホ-lAステイ
7月27日から8月6日今金中学校生徒10名と引率の先生 2名がニュージー

ランドクライス卜チヤ チ市でホームステイ、市長の表敬訪問、パ ンサイ

ド高校生との交流なと'派遣研修を行いま した。

人
国情

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど

思
い
出
か
ら

上
田
美
和
さ
ん

ホ
ス
ク
ラ
ブ
で
、
こ
こ
の
人

た
ち
は
‘
す
ご
く
表
現
が
立
か
で

言
葉
主
ん
か
い
ら
な
い
っ
て
感
じ

で
、
し
か
も
笑
顔
を
た
や
さ
な
い
。

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
会

っ
た
ら
、

「
H

I
」
「
H
e
l
l
o
/
」
も
あ

る
。
日
本
で
も
こ
の
事
を
い
か
し

-、
o

f
-
v
 
佐
々
木
綾
子
さ
ん

本
当
に
心
が
通
じ
合
っ
て
き
て
、

訴
も
い

っ
ぱ
い
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
の
に
、
も
う
お
別
れ
知

い
よ
う
で
長
か

っ
た
1
辺
問
。
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
が
で
き
本
当
に
良
か

BURNSIDE 

• -1 

今
金
町
商
工
会
小
売
業
部
会

(
会
長
藤
村
公
土
さ
ん
)
が
主
催
と

な
っ
て
デ

モ
l
レ
ン
前
広
場
に

お
い
て

7
月
5
日
か
ら
8
月
初
固

ま
で

2
ヵ
月
町
間
延
べ

口
回
人
的

屋
台
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

人
情
屋
台
で
は
、
こ
の
則
間
前

半
は
ぐ
ず
つ
い
た
天
気
が
続
き
ま

し
た
が
、
後
半
は
好
天
に
恵
ま
れ

人
出
が
多
く
大
変
好
評
で
し
た
。

8
月

ω日
に
は
、
今
年
故
後
の
川
市

し
を
雌
大
に
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
中

4

司
屋
台
で

F 

， 

h
p
役
場
表
敬
訪
問

学
生
の
よ
さ
こ
い
踊
り
が
抜
一ふ
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
国
際
交
流
の
つ
ど

い
の
留
学
生
サ
ヨ
ナ
ラ
パ
ー
テ
ィ

ー
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
け
入
れ

期
間
中
は
婦
人

・
背
年
団
体
と
の

交
流
を
は
じ
め
、
各
学
校
訪
問
な

ど
楽
し
い
今
金
町
で
意
義
あ
る

思
い
出
を
胸
に
抱
き
別
れ
を
惜
し

ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
金
町
商
工
会
小
売
業

部
会
人
情
屋
台
で
は
収
故
金
の

一

っ
た
で
す
。

村
上
和
美
さ
ん

空
港
で
な
ん
か
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
行

っ
て
来
て
、
自
分
が
成

長
し
た
討
が
す
る
。
そ
し
て
、
英

語
に
自
信
が
な
く
て
も
ま
あ
な
ん

と
か
な
る
や
。
み
た
い
な
気
も
し

た
け
ど
、
も
っ
と
も
っ
と
英
語

の
勉
強
を
が
ん
ば
ろ
う
と
思
わ
せ

る
よ
う
な
派
逃
研
修
だ

っ
た
。

佐
々
木
硝
子
さ
ん

先
生
、
楽
し
い
思
い
出
を
あ
り

が
と
う
。
今
回
は
本
当
に
い
ろ
ん

な
人
の
協
力
の
お
か
げ
で
行
け
た

ん
だ
ね
。
行
け
む
か

つ
た
人
も
含

め
て
、
お
札
を
一言

い
た
い
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

西
川
綾
香
さ
ん

別
れ
る
と
き
、
と
っ
て
も
悲
し

か
っ
た
け
ど
、
沢
山
思

い
出
が
で

き
て
友
達
が
で
き
て
き

っ
と
帰

っ

て
く
る

っ
て
決
的
た
か
ら
今
は
悲

し
く
主
い
、
で
も
、
も
う
一

度
出

発
の
日
に
も
ど
れ
た
ら
な
あ
っ

て

今
も
思
い
ま
す
。

柴
草
瑞
穂
さ
ん

日
本
人
的
習
似
で
は

「
T
H
A

N
K
-
y
o
u」
の

一
言
が
な
か

な
か
で
て
こ
な
い
。
お
前
の
人
は

hv
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付

4

司
さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
ー

.-ーー「ー→け
つ
こ
う
無
愛
想
な
人
が
ほ
と
ん

と
な
日
本
。
し
か
し
、
向
こ
う
に

い
っ
て
お
庖
の
人
は
い
つ
も
ス
マ

イ
ル
。
初
対
面
的
人
で
も
ス
マ
イ

ル
を
向
け
て
く
れ
る
。
私
は
そ
こ

が
l
番
好
き
だ
。

山
本
知
美
さ
ん

さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
ー
で
一
人

ひ
と
り
ス
ピ
チ
を
す
る
の

は
、
す

こ
く
朕
張
し
た
。
サ
リ

l
に

「
g

o
o
d
」
と
言
わ
れ
う
れ
し
か

っ

主こ。
内
ヶ
島
絵
美
さ
ん

回
心
え
ば
1
週
間
前
は
ま
だ
胸
が

ド
キ
ド
キ
し
て
い
て
、
何
も
し
ゃ

べ
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
の
に
、

今
で
は
も
う
友
迷
に
な

っ
て
い
た

り
し
て
。• .1 

「けん銃」・「自い粉」

密輸阻i上I~

ご協力をf

街
ヒ
た
い
は
、
の
ん
び
り
し
て

い
る
し
、
心
の
や
さ
し
い
ひ
と
は

た
く
さ
ん
い
る
。

遠
藤
未
来
さ
ん

ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
チ
で
、
と

っ
て
も
い
い
と
こ
ろ
。
と
に
か

く
一
き
れ
い
。
み
ん
な
い
い
人
だ
ら

け
。

寸H
e
l
l
o
/
し
と
い
っ
た

ら
5
m
l
e
で
「
H
e
l
l
o
/
」

い
い
人
だ
。
と
に
か
く
き
れ
い
。

森

和

彦

さ

ん

さ

よ

な

ら

パ

テ

ィ

で

ス

ピ

ー
チ
の
途
中、

-
D
o

v
d
o
u
 

k
n
o
w
 
K
A
R
A
T
E
L
 

と
附
く
と
み
な
さ
ん

「
Y
E
S
」

と
答
え
て
い
ま
し
た
。
パ
l
ン
サ

イ
ド
高
校
内
教
孤
先
生
に

「
G
o

o 
d 

s
p
e
e
c
h
」
と
ほ
め

ら
れ
た「け

ん
銃
」

「
白
い
粉
」
に

関
し
て
目
に
し
た
り
耳
に
さ
れ
た

悩
報
を
最
寄
り
の
税
関
へ
通
報
し

て
く
だ
さ

い
。

ど
ん
な
、
さ
制
な
こ
と
で
も
結

梢
で
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

密
輸

1
1
0番

0
1
2
0
4
6
1
9
6
1
 

J!I'， 
a 

一
平
成

9
年
度

反

位
農
業
大
学
生
十
遅
滞
摘
し

①
②
と
も
に
本
校
を
卒
業
後
に
道

内
で
農
業
に
従
却
す
る
意
志
を
有

す
る
方

3

願
書
の
受
付
期
間

・
推
薦
入
校
平
成
8
年
日
月

お
日
1
ロ
月
2
日

.
一
般
入
校

平
成
8
年
ロ
月
2
日
1

9
日

住
居
地
の
市
町
村
を
経
由
し
、

農
業
大
学
校
へ
徒
出
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
試
験
の
日
程
な
ど
詳
し

く
は
農
業
大
学
校
、
お
住
ま

い
の

市
町
村
、
最
寄
り
の
牒
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ま
で
。

募
集
学
科
、
募
集
人
員
及
び

修
業
年
限

①
省
産
経
営
学
科
及
び

州
作
図
去
経
営
学
科
計

ω名

②
稲
作
経
営
専
攻
コ

l
ス

日
名

①
②
と
も
に

2
年
間
修
業

2

応

募

資

格

①
推
間
入
校

同
等
学
校
を
平
成
9
年
3
月
に

卒
業
見
込
み
で
、
学
業
成
績
概
評

が
B
段
階
以
上
町
方

②

一
般
入
校

高
等
学
校
を
卒
業
、
専
業
見
込

み
、
ま
た
、
こ
れ
と
同
等
以
上
の

学
力
を
宥
す
る
と
認
め
ら
れ
た
方

〕B
 
〔
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〔



略

l

敬

者
間
(

奉

川

長

ω
町
一一
盆
開

会
事

9いつまでもお元気で

札、

み

ん 氏 名 年齢 住所

石山 間 キ サ 103歳 栄 町

宮 iU奇 ノブエ 100歳 皇i寿園

干日 田 止七 99歳 皇i寿園

相H j畢 ヒシヤ 98歳 豊寿園

古 J 11 ト メ 98歳 神丘中台

i育 7K 伊勢吉 98歳 下メ ップ高古

山奇 つ め 98歳 旭 HlT 

坂; 本 ミツエ 98歳 極川宮前

女~ 藤 ン/ コニ 97"，)( 主l奔図

荒 井 トクノ 96歳 豊寿図

西 五 日目 95歳 豊寿園

木 治一郎 95歳 豊 FJι L 

佐 藤 ヨ 95歳 南 町

タそ 野 ン ニL 95歳 神丘中央

、、、

「敬老町日」にちなみ、村本町j

、、、、、、、

9月15日グコ

lな

友
・
遊
・
優
イ
ン
グ
に
参
加
し
て

今
小
六
年

桑
原
志
帆
ぷ少

ネ
イ
パ
ル
森
で
の

2
日
間
は
と

っ
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
特
に
、

一
番
め
ん
ど
く
さ
そ
う
だ
つ
た
い

じ
め
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
は

と
て
も
た
め
に
な
り
ま
し
た
。
自

分
達
が
思
っ
て
い
た
こ
と
を
し
ゃ

べ
っ
て
い
る
う
ち
に
、
み
ん
な
も

自
分
と
同
じ
こ
と
を
思
っ
て
い
た

り
し
て
安
心
し
ま
し
た
。
一

番
多

か
っ
た
の
は
、
や

っ
ぱ
り
無
視
で

私
も
、
さ
れ
た
こ
と
も
あ

し
た
。

れ
は
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
で

も
、
話
し
合
い
を
通
し
て
、
無
視

も
立
派
な
い
じ
め
に
な
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
普
段
、
私
も
や
ら

れ
た
ん
だ
か
ら
や
っ
て
い
た
け
ど

そ
れ
も
い
じ
め
の
中
に
入
っ
て
い

長と町幹部が80歳以上のお年寄りの方たちに

「し、つまでも長生きして

を迎えられた方には北海道

知事からお干Jev、の記念品が贈られました。

今金町では、 88歳以上の方は男32名、女43

100歳を迎えられたつIJは内閣総理大臣から

と長寿祝金をw目りました。

自宅や施設を訪れ、

また88歳(米寿)

下さい」

名です。• • 
|の1

広

場

る
と
知

っ
て

す
ご
く
後
悔
し
ま

し
た
。
普
段
は
、
こ
う
い
う
話
を

す
る
機
会
が
主
い
の
で
、
と
て
も

す
っ
き
り
し
て
、
こ
れ
か
ら
気
を

つ
け
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

夜
は
友
達
と
し
ゃ
べ

っ
て
い
て

い
つ
の
間
に
か
寝
て
い
ま
し
た
。

2
日
目
は
、
木
工
芸
で
風
見
鳥

ω州
を
つ
く
り
ま
し
た
。
形
は
で

き
て
い
て
組
み
立
て
に
入
り
ま
し

た
。
羽
の
向
き
ゃ
く
ぎ
を
打
つ
の

が
む
ず
か
し
か
っ
た
で
す
。
小
さ

い
の
は
、
羽
の
向
き
と
か
を
考
、
ぇ

主
く
て
い
い
の
で
け

つ
こ
う
簡
単

で
し
た
。

で
き
あ
が

っ
た
の
を
比

て
、
す
ご
く
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。

全
部

自

分

で

作

っ
た
の
で
よ
け

い
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。

午
後
か
ら
は
、
プ
ー
ル
で
遊
び

ま
し
た
。
す
べ
り
台
は
小
さ
か

っ

た
け
ど
お
も
し
ろ
か

っ
た
で
す
。

た
っ
た、

2
日
間
だ

っ
た
け
ど

色
々
勉
強
に
な

っ
て
よ
か

っ
た
で

す
。
今
度
は
、
ぜ
ひ

2
泊

3
日
で
も

っ
と
た
く
さ
ん
勉
強
し
た
い
で
す
。

今
金
町
最
高
齢
者
岩
間
キ
サ
さ
ん

北
海
道
庁
ら
記
念
品
の
贈
呈

豊
寿
園
巴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
わ
や
か
グ
ル
ー
プ

き
わ
や
か
グ
ル
ー
プ
(
代
表
荒

井
正
信
さ
ん
)
会
員
同
名
は
、
今

年
の
春
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

し
て
み
た
い
と
有
志
が
集
ま
り
結

成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
こ
れ
か
ら

の
高
齢
化
社
会
の
到
来
の
中
で
、

平
成

9
年

4
月
に
開
設
さ
れ
る
総

合
一
制
制
施
設
、
古
川
町
苛
養
滋
学
校
と

既
設
の
盟
均
園
、
光
の
里
な
と
、

稲
祉
の
町
づ
く
り
が
着
々
と
進
行

し
て
い
る
な
か
、
今
後
円
サ
ヒ

ス
を
受
け
る
者
、
ま
た
そ
れ
ら
を

支
え
て
ゆ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

の
育
成
と
活
動
を
図
る
た
め
、
町

民
の
理
解
を
待
て
定
着
さ
せ
た
い

と
勾
辺
土
眼
目
に

4
班

3
名
を

1

7
ル
l
プ
で
交
替
し
な
が
ら
盟
奔

図
に
食
中
の
介
助
、
入
園
者
の
話

相
手
な
ど
各
極
行
事
的
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

、\ つ'f~-
〆ρ

.. r.---"、r-苛ー一一伊
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〔

神
圧
地
区
連
合
自
治
会

「
文
化
教
室

L
t京
家
事
助
独
績
会

i

神
丘
地
区
迎
合
自
治
会
で
は

8
月

日
目
、
神
丘
桃
造
改
普
セ
ン
タ
ー
で

文
化
教
室
と
神
丘
地
区
敬
老
会
を

合
わ
せ
て
刊
名
余
り
が
参
加
し
開

川
悦
さ
れ
ま
し
た
。

迎
合
自
治
会
で
は

、

初
め
て
の
試
み
と
し
て
地
区
敬
老

会
に
文
化
教
室
を
合
わ
せ
、

夢
助
師
匠
を
招
き
実
施
し
ま
し
た
。

束
家
砂
助
師
匠
の
愉
快
な
小
話

の
連
発
に
場
内
は
笑
い
の
耐
え
な

い
楽
し
い
同
を
過
ご
し
ま
し
た
。

国民健康保険加入者

老人医療受給者のお知らせ

10月 1 日から入院時食事療養に係る *~i'{iíi'，負

担額が次のとおり改定と主ります。

• • 
今
年
は

東
家

議豪華助 独演会

区 分 改定則 改定後

町主 600円 760 円

低所得者世帯
450円 650円(90日までの入院)

低所得者世帯
300円 500円

(90日を超える入院)

l日当たりの単価です。m金額はすべて、
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句
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本

あ
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ヰ守

由
井
子

斉

藤
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み
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翠
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一
間
的
問
研

凶

恰
な
…
町
一
拍
…
困

-f

一仁

固
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
謡
で
も
が
、

町
の
歴
史
や
自
然
・
文
化
を
大
切
に
し

家
庭
や
学
校
、
地
域
社
会
の
き
ず
な
を
深
め

熱
意
を

も

っ
て、

自

ら
楽
し
く
健
や
か
に
学

び
合
い
ま
し
ょ
う
。

「
図
書
室
だ
よ
り
」

ー
丹
羽
文
庫
の
創
設

i

今
年
か
ら
丹
羽
文
庫
が
創
設
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
旧
今
金
中

学
校
用
地
(
現
大
和
団
地
)
を
学

校
建
設
の
た
め
に
寄
付
さ
れ
た
丹

羽
松
子
さ
ん
(
北
桧
山
町
在
住
)

の
功
績
を
た
た
え
、
中
学
校
跡
地

を
民
間
に
払
い
下
げ
る
に
あ
た
り

そ
の
土
地
収
入
を
基
金
運
用
し
て

当
初
町
教
育
利
用
の
た
め
の
寄
付

と
い
う
意
思
を
活
か
そ
う
と
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。

教
育
委
只
会
で
は
、
年
鑑

・
図

鑑
な
ど
の
資
料
的
活
用
の
図
れ
る

も
の
や
、
様
々
な
学
潤
に
活
用
で

き
る
図
書
を
中
心
に
特
色
あ
る
購

入
を
す
る
予
定
で
お
り
ま
す
。

本
年
度
か
ら
こ
の
様
な
観
占
で
、

「
学
習
百
科
図
鑑
(
全
日
刊
巻
)

L

「
楽
し
く
わ
か
る
日
本
国
慾
法

(全
7
巻
)」

世
界
の
食
料
、
世

界
的
農
村
(
全

9
巻
)
」

「
日
本

の
天
然
記
念
物
」
な
と
を
購
入
し

て
丹
羽
文
庫
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る

こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の

ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

問
い
合
わ
せ
は
、

二
三
四
八
八

す

l
-新
刊
の
ご
案
内

今
年
こ
れ
ま
で
に
別
表
の
新
刊

が
入
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
利

用
を
お
偽
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
図
書
室
で
は
皆
様
か
ら

図
容
購
入
に
附
す
る
-」
希
望
も
お

受
け
し
て
お
り
ま
す
。
少
し
で
も

ご
希
望
的
図
書
を
と
り
そ
ろ
え
た

い
と
考
え
、
専
用
の
ア
ン
ケ
ー
ト

ポ
ソ
ク
ス
も
用
志
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
お
気
峰
に
お
申
し
出
下
さ

副
削
船
附
刊
日
~
引
幻
山
山
川
削
船
船
附
削
剥
吋
引
u
m川
引
日
↓
引山
U

引山
m
m町
↓
け
山間
引パ
封
劇
↓
引
引
如
刊
附
け
利
引
け
川
相

陸
新
新
啓
ズ
ち
正
正
次
安
問
泰
院
辰

ン
名
」勺
止
理
誠
純
夏
鋭
院
流
イ
弓
ツ
和
紀
氷
新
位
向
博
次
デ
跨
名
ダ
在

止
田
経
桂
村
ン
さ
川
田
川
口
田
新
品
取
水
寸
水
山
地
主
岡
村
山
野
谷
集
比
べ
岩
エ
坂
三
沢
拙
即
上
川
川
イ
限
水
ル
回

引
氷
日
目
木
臨
海
松
税
上
地
売
木
伊
志
い
ソ
桜
中
谷
科
大
出
ぬ
桐
広
伊
返
仲
間
ク
サ
ウ
保
地
谷
市
栴
叫
比
臼
赤
へ
藤
十
時
エ
内

(
(
(
(
(
伽
湘
(

(
叶
(
悦
(
(
(
い
(

(
市川
(
(
(
(
(
(
(
(
(
マ
(
ク
(
池
(
(
(
(
(
(
L
(

(

ン
(

d

r

i

p

、

二

一

削

る

か

一が

て

エ

山

川

則

一一

秘

あ

の

か

グ

ナ

断

的

(

ア

い

た

ド

で

う

で

る

た

(

リ

差

つ

一

(

心

的

ン

ま

山

院

に

象

眼

き

ご

セ

立

み

刷

ト

民

係

(
る

ぐ

き

い

ヲ

町

現

ぜ

か

ら

ち

1

v

/

人

を

按

る

兇

円

か

石

子

山

F
泣

ま
岬
な
よ
摘
記
化
象
主
町
ム
か
の
上
パ

2

殺

跡

的

い

の

打

完

治

団

宝

う

川

一
に

つ

的

危

の

偏

向

進

気

は

は

ズ

こ

し

位

、

却

の

奇

灰

て

ス

ノ

誕

の

制

審

臨

め

い

人

一

上

海

を
」勺
左
が
日
立
竿
突
の
は
ち
と
り
と
帳
り
指
拠
タ
I

は
市
中
町
り
京

つ

ク
一
円
金
町
小
り
脚
ド
粒
と
な
ン
き
が

所
」り
こ
辺
つ
の
の
制
O
た
暗
プ
は
手
去
円
る
ニ
院
自
の
刑
ち
肌
的
英
卵

ツ
リ
子
の
人
荊
万
も
回

一
郎
凶
ラ
き
ラ
時
し

役
う
と
出
と
践
し
生
F
物
断
的
命
的
み
々
紺
マ
の
勤
し
ζ

屑
の
の
随
が
で
オ
ア
川
町
二
の
れ
川
ご
の
レ
女
十
一
て

エ
の
た

お
花
ひ
北
ひ
百

U
両

U
動
活
命
止
水
き
伸
夫
ア
十
八
特
こ
棟
い
水
不
見
印
フ
メ
犬
。寸
こ
隠
人
冬
海
パ

ru
二
ン
す
ジ
毘
あ

• • 

+季
闘を3
+目
安ヨミ
福ボ
蕎 l
のツ
目響
、-"111 
福語
催

雑
も
が
生
涯
を
通
じ
て
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
み
、
ス
ポ
ソ
内
楽
し

さ
を
味
わ
い
な
が
ら
、
ま
わ
り
の

人
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

l
ン
ョ
ン

を
育
て
、
連
帯
感
あ
る
、
生
き
生

き
と
し
た
地
域
づ
く
り
と
健
康
の

維
持
増
進
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま

す
。
こ
の
ス
ポ
ソ
祭
り
は
幼
児

か
ら
高
愉
者
ま
で
と
な
た
で
も
気

軽
に
参
加
で
き
る
行
事
で
す
。

内
容
は

①
フ
ァ
ミ
リ
ハ
イ
キ
ン
グ

(
家
族
で
参
加
で
き
ま
す
)

②

ゲ

ト

ホ

ル

(子
供
達
も
参
加
で
き
ま
す
)

③
パ

l
ク
ゴ
ル
フ

(
愛
好
者
が
柄
、
え
て
い
ま
す
)

道
具
の
用
意
も
し
て
あ
り
ま
す
。

募
集
に
つ
い
て
は
チ
ラ
ン
で
も

行
い
ま
す
の
で
多
数
の
皆
さ
ん
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

“友・遊・優 1NG" 
肯今金小学校ファミリールネッサンス肯

「
子
ど
も
の
心
を

聞
か
せ
る
新
し
い
親

子
関
係
を
求
め
て
」

を
テ

l
?
に
8
月
訂

日
1

9
月
1
日
の

l

泊

2
目
的
日
程
で

7

ア
ミ
リ

l
ル、不
y
サ

ン
ス
事
業
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
会
場
は

4
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
道
立
汁
少
年
自
然

の
家
(ネ
イ
パ
ル
耕
一。

子

ど
も
叫
名
、
保
護
者

日
名
、
教
師

9
名
の

昨
年
の
ス
ポ
ツ
祭
り
か
ら

総
勢
mm
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
緊
急
課
題
で
あ

る
寸
い
じ
め

・
不
登
校
し
な
と
の

解
決
を
図
る
も
の
で
、
子
供
会
談

親
会
議
親
と
子
の
本
音
ト
ー

ク
が
行
わ
れ
熱
心
な
話
し
合
い
い
か

も
た
れ
ま
し
た
。

ま
た

体
験
活
動
で
は
、

芸
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ラ
り
な
ど

の
白
献
体
験
を
通
し
た
学
習
が
行

わ
れ
、
こ
の
事
業
に
よ
り
子
ど
も

の
心
を
聞
く
新
し
い
税
子
関
係
が

作
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

(
主
併
北
海
辺
P
T
A
迎
合
会
)

プ戸

工

|文化財探訪⑤|東
京
の
実
業
家
雨
宮
敬
次
郎
は

本
町
花
石
付
近
の
砂
金
鉱
区
燃
を

得
て
、
明
治

μ
年
山
形
県
か
ら

ω

名
を
引
き
連
れ
、
砂
金
採
取
を
本

格
的
に
始
め
ま
し
た
。

写
真
の
道
具
は
そ
の
当
時
使
用

さ
れ
た
も
の
で
、
メ
ソ
カ
イ
ザ
ル

は
恨
山
り
竹
で
作
ら
れ
て
お
り
、

ワ
ラ
ネ
コ
の
上
で
砂
礁
を
、品司令い

分
け
る
の
に
用
い
ま
す
。

ワ
ラ
ネ
コ
は
織
を
編
ん
だ
も
の

で
川
底
に
沈
め
ま
す
。
砂
金
や
砂

鉄
は
比
重
が
大
き
い
の
で
ワ
ラ
、
不

コ
の
編
み
目
に
と
ど
ま
り
ま
す
。

そ
れ
を
ユ
リ
イ
タ
に
移
し
、
静

か
に
振
動
さ
せ
る
と
金
の
粒
だ
け

が
ユ
リ
イ
タ
の
上
に
残
り
ま
す
。

何
千
年
も
前
か
ら
、
こ
の
鉱
物

の
比
重
の
泣
い
を
利
用
す
る
方
法

が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
改
め

て
人
間
的
知
恵
の
深
さ
に
感
銘
す

• • 
。
今
金
町
子
育
て
講
演
会
案
内
O

日

時

平

成

8
年
目
月
鉛
白
山
川

午
後

7
時
1

8
時
ぬ
分

町
民
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

子
供
創
造
文
化
セ
ミ
ナ
ー

主

宰

者

樋

口

正

春

氏

論場
師所

テ
!
?
寸子
ど
も
を
伸
ば
す
家
庭
教
育
」

口
総
合
文
化
祭
の
開
催
案
内
C

本
年
度
も
総
合
文
化
祭
を
開
催

い
た
し
ま
す
。
日
頃
皆
さ
ん
方
が

熱
心
に
製
作
さ
れ
て
き
た
作
品
を

こ
の
機
会
に
町
民
の
皆
さ
ん
に
鑑

賞
し
て
い
た
だ
く
機
会
で
す
。

多
数
の
出
品
を
お
願
い
し
ま
す
。

?本花る
=年石も;7;の月 L てー
寄のす
W;Q ~ 。iし野て政
])'l喜

号さ
コットミ 子ん

マナピ ν 上
守、-

'';，り

〕日1
 
〔

こ
れ
ら
の
道
具
は

=生涯学習豆知識=

家
庭
教
育
の
あ
り
方

〈
八
月
号
よ
り
続
く
〉

0
子
供
た
ち
が
何
か
一
つ
の
グ
ル

ー
プ

・
団
体
に
属
し
、
社
会
参

加
で
き
る
よ
う
に
税
は
側
面
か

ら
援
助
し
ょ
、
つ
。

O
中
学
生

・
高
校
生
な
ど
年
長
児

が
参
加
し
、
活
動
す
る
子
供
組

織
を
充
実
さ
せ
よ
う
。

。
干
供
の
年
齢
を
問
わ
ず
率
先
し

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加

さ
せ
よ
、
7
0

0
家
庭
に
お
い
て
親
子
の
コ
ミ
ユ

ニ
ケ
ン
ョ
ン
を
き
ち
ん
と
身

に
付
け
き
せ
よ
う
。

。
家
庭
と
し
て
は
保
育
図
、
幼
稚

図
、
子
供
会
な
ど
と
積
極
的
に

か
か
わ
り
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

社
教
関
係
等
行
事
日
程

〈
刊
月
〉

日
日
山
州
第
口
回
ス
ポ
ツ
祭
り

ロ
1
日
日
会
道
女
子
青
年
研
修
会

(
町
民
セ
ン
タ
)

ロ
i
U
日
道
日
中
青
少
年
交
流

協
会
受
け
入
れ
事
業

日
日
制
第
お
国
道
ス
ポ
桧
山
夏

季
大
会
サ

y
カ
|
(
江
差
)

日
日
倒
学
社
融
合
卒
業
作
品
展

(
八
東
小
学
校
)

初
日
日
第
幻
回
沿
岸
町
村
卓
球

大
会
(
総
体
)

日
以
日
附
み
ん
な
の
家
庭
健
康
教

室
生
き
が
い
対
策
事
業

(
町
民
セ
ン
タ
ー
)

n
i
お

日

高

齢

者

ス

ポ

ツ

指

導
者
益
成
講
習
会
今
金
町

μ
白
川
附
幼
和
図
き
ら
き
ら
ク
ラ

ブ
母
税
寸
H

川
一
山
山
講
座
」

H

幼
少
年
親
子
音
楽
公
演
会

幻

目

的

第

6
団
地
域
研
究
セ
ミ

ナ
ー

初
日
附

今
金
町
子
育
て
講
演
会

町
民
セ
ン
タ
ー

〈
什
月
〉

3 2 
日 1
(LI) 4 
日

総
合
文
化
祭
作
品
展

〕1
 
1
 
〔
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芸
能
発
表



母
子
家
庭
及
び
寡
婦

移
動
特
別
相
談
所
開
設

財
産
、
人
椛
な
ど
の
問
題
で
困

っ
て
い

る
母
子
家
庭
及
び
寡
婦
の

相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

専
門
の
弁
護
士
が
無
料
で
相
談

に
応
じ
助
言
し
ま
す
。

z
L
 

一ゴ目

。
開
催

日

日

月

日

日

午
後
l
時
鉛
一分
1
午
後
4
時
却
分

。

場

所

町
民
セ
ン
タ
ー

O
お
問
い
合
わ
せ

〈
町
民
謀
〉

インフョ『メーション

2
1
0
1
1
1
 

叩
月
は
道
税
の
納
税

推
進
強
化
月
間
で
す

道
税
の
納
税
を
お
忘
れ
の
方
は

い
ま
せ
ん
か
。
道
で
は
、
叩
月
を

道
税
の
納
税
祁
進
強
化
月
間
と
し

て
、
滞
納
務
理
を
行
い
ま
す
。
ま

だ
納
め
て
い
な
い
方
は
す
ぐ
に
納

め
ま
し
ょ
う
。

道
税
は
、
道
が
い
ろ
い
ろ
主
仕

事
を
行
、
つ
た
め
の
重
要
な
財
政
で

す
。
皆
さ
ん
の
非
ら
し
の
中
で
い

か
さ
れ
て
い
る
道
税
の
納
税
に
ご

協
力
下
さ
い
。

模診を受けて明るい健康づくり

10月みんなの

納
税
に
は
、
使
利
で
伺

実
主
口
座
振
替
を
一
」
利
用
く
だ
さ

な
お

納
税
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
、

松
山
支
庁
統
務
課
徴
収
係
へ
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

(
包

0
1
3
9
5
2
1
0
1
0
)

定
例
行
政
相
談
の
開
設

日
月
日
日
か
ら
日
日
ま
で
は
行

政
相
談
週
間
で
す
。

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
行
政
に
対

す
る
苦
情
や
芯
見
、
要
望
な
ど
を

お
聞
き
し
ま
す
。

戸
い一一言一口

-
日

時
叩
月
刊
日
日

午
後

6
時
か
ら

8
時
ま
で

.
会

場

町

民

セ

ン

タ

-
主

似

行

政

相

談

貝

生

む

き

よ

え

0
相
談
内
容
道
路
、
交
通
安
全
、

福
祉
、
登
記
、
消
資
者
保
設

役
所
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
な
と

す
相
談
は
無
料
で
す
。

す
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

函
館
行
政
監
察
分
室
に
お
い
て

も
、
文
書
、
電
話

F
A
X
等
て

行
政
相
談
を
受
利
し
て
お
り
ま
す
。

• • 
。

函

館
行
政
監
察
分
室

。

住

所

函

館
市
新
川
町
お
凶

函
館
地
方
合
同
庁
舎
内

話

O 
~tI 

0
1
3
8
1
 

お
1
0
9
0
9

〈〉
F
A
X

0
1
3
8
|
 

お
ー
0
9
1
9

「行
政
苦
情
1
1
0
4甘
」

0
1
3
8

幻

1
1
0
0

で

μ
時
間
受
付
け
し
て
お
り
ま
す
。

叩
月
1
日
i
m月
引
日

労
働
保
険
適
用

促
進
月
間
で
す

「
労
働
保
険
」
は
昭
和
日
年
に

全
面
適
用
と
な
り
今
日
ま
で
労
働

保
険
の
適
用
事
業
所
は
毎
年
着
実

に
地
加
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
に

お
い
て
も
商
業

・
サ
ー
ビ
ス
業
等

の
小
規
模
卒
業
所
を
中
心
に
主
お

相
当
数
円
未
手
続
卒
業
所
が
妓
さ

れ
て
い
る
現
状
で
す
。

事
業
主
の
方
は
、
民
林
水
産
業

の

一
部
を
除
き
、
労
働
者
を

一
人

で
も
雇

っ
て

い
れ
ば
、
労
働
保
険

の
加
入
が
必
要
で
す
の
で
手
続
き

を
し
て
下
さ
い
。

V
A

労
働
保
険
と
は
、

「労
働
保
険
」

と

「
雇
用
保
険
」
の
総
称
で
す
。

r. 回 実J 象 者 実J(oj日 時 間 対鼻地区 実施会場 備 考 お知らせ

一般住民関係 《予防鱗祖》

老人福祉
@ポリオ

一 世相説 金 位 民
10月14日

10: 00-12: 00 金地区 位康相J!jt(血圧測定・ 尿検査) 10月15日{火}
(月) センター

16日{水)

般相談 全 住 民
101121日

10: 00-12: 00 金地区
老人福祉

随時I相談(血圧測定 ・尿院宣) 18日(企〉
(月〕 センター

一 般相談
" じ

住 民
10月28日

10: 00-12: 00 全 地 区
老人福祉

随康相鋭(血庄欄定 ・尿検査)
.2傾混合

(月) センター いずれも詳しい内容に

乳幼児関係
ついては、個別に通知

致します.

乳児相談
生後 10月3日 受付時間

全地区
町民

健康相談 身体計測
3屯 6、9ヶ月児 (木) 13:00-13:15 センター

同E乳食講習会 生後 4-117月見
lOfl 3日

14:00-15‘ 30 全地区
町民

栄義士による講担と剖理実習
(木) センター 《市街地夜間健康信断》

股関節脱臼検診 生 後 4 ヶ月児
IOH 8日 実施時間

全地区
今金

股関節X線描膨
1011 7日(月)

(火} 13咽 00-14: 00 保健所 B日{火)

乳児健診
生後 4、7‘ 10月17日 受付時間

全地区
II[ IJに 身体計測 ・医師診察 ・I歯科相続 9日{水}

10‘ 12ヶ月I).:! (木) 13:00......13:15 センター 栄養相談 ・位山相践 時間1・場所等については

3 才児 槌 診
生後3提 2、 10月31日 受付時J::I

全地区
冒[~ 尿検査医師診策 陶利相談 回覧をご覧下 さい.

3 、 4 ヶ月~~ (木) 12 : 45......13咽 15 センター 栄益相談 ・蝕磁柑説

乳児相践
生後 llH 7日 受付時間

全地区
町民

値目t柑践 ・身体計欄
3冒 6‘ 9ヶHI).:! (コ点、) 9・30-10: 00 センター

1 #望6ヶ月間診
生後 l議6‘ 111'1 7日 受付時間

全地区
町民 阪険査 ー針体罰削 睡"置l誤

7‘ 8ヶf/I).:! (木) 13: 00-13: 15 センター 医師診察 ・柑科<1棋 ・フッ器撤付

妊産婦関係

妊婦健診 妊婦の方
10月B日 受付時間

全地区
今金町 尿検査 .1，歯科相誠 ・随時t担j按

(火) 13: 00......13: 30 国保梢院 医師診察(有料}

母親学級 妊婦の方
10月22日

13: 30-15: 30 金地区
Ef LI.!. 内容については個別に通知いた

(火) センター します

母副学級 妊婦の方
10月29日

13: 00-15: 30 金地区
町民 内容については個別に通知いた

(火) センター します

国保係)(保健偏祉課保櫨偏祉係

〕2
 
1
 
〔

8 9. 10 

社会福祉協議会だより

※光由里学岡、現実F圏 、 社会福祉協鵠会への多胡のご寄
付ありがとうございました，

(敬称略)

(東 R 都 } 出 ホ 消 子 {今金町}

石 山 孝 男 (上ノ国町} 八重樫 年

(埼玉県〉 事q }Jit 牢 雄 住吉和l別 生産組合
光の村養護学校 {乙部町〉 大 松 春 男
(札幌市〉 A ロ 坂 正 鶴 伊 東 健
蛎 前司 政 イfrー 山 崎 卜 メ 石 山 春 男
金 津 松 子 橋 金 四 郎 金 津 竹次郎

浜 酉 fci 義 (大成町〉 uちゃんラーメン
宮 世奇 男 高 橋 歌 子 今 キf 規 子
(帯広市} 〈瀬棚町〉 伊 車 フミ エ
坂 野 香代子 細 }I[ 帯→一 治 遠 藤 と め

(函館市} {今金町} 村 上 実

森 ヨシノ )I} キナ 卜 犬 塚 アサ子
佐 藤 勇 治 井 村 商 底 杉 山 -阿n 果

岸 波 金 0/-， 金 浬 民 男 3事 国 守 {申
(知内町〉 由良 政 光 末 時 春 義
五卜嵐 史 白日 中 fl1r 弘 援 井 幸 男
(八雲町} 白 岩 五 郎 内ヶ 島 道 艮
及 }I[ 留 吉 森 }I[ 幹 雄 佐 膳 洋 子
(長万部町〉 本 塚 栄 {宇 大 倉 {'[ 了 雄

〈函
館
労
働
基
坤
監
督
者
V

年
金
・
健
康
相
談
日
の

お
知
ら
せ

年
金
に
関
す
る
質
問
や
相
談
と

健
康
相
談
を
次
の
日
程
に
よ
り
例

せ
て
行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
利
用
し
て
く
だ
き
い
。

コし
一雪国

ー

と

き

ω月
刊
i
凶
日

午
前
日
時

1
午
後

3
時
ま
で

役
場
町
民
相
談
室

2 

と
こ
ろ

相
談
員

。
函
館
社
会
保
険
事
務
所
職
員

3 

• • 糖

口
町
保
健
婦

〈
町
民
謀

・
保
健
福
祉
課
》

O国民健康保険税(4期)

0納期内納入しましょう

舎月の納期

O固定資産税(3期)

尿
病
を

予
防
し
ょ

-
糖
尿
病
は
ど
ん
な
病
気
?

糖
尿
州
に
は
い
く
つ
か
の
タ
イ

プ
が
あ
り
ま
す
が
、
日
本
人
の
加

尿
病
忠
者
の
何
%
を
占
め
る
の
が

イ
ン
ス
リ
ン
非
依
存
引
と

い
う
タ

イ
プ
で
す
。
生
ま
れ
つ
き
イ
ン
ス

リ
ン
の
分
泌
能
力
い
か
別
い
と
い
う

素
因
を
も
っ
人
が
、
過
食
巡
動

不
足
肥
満
な
ど
の
嬰
因
に
よ
っ

て
イ
ン
ス
リ
ン
円
分
泌
能
力
を
史

に
低
下
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
に
よ

っ
て
起
こ
り
ま
す
。
イ
ン
ス
リ
ン

に
は
ブ
ド
ウ
加
を
エ
ネ
ル
ギ
と

し
て
活
用
す
る
た
め
細
胞
内
に
取

り
込
む
作
用
が
あ
る
の
で
こ
れ
が

低
下
す
る
と
慢
性
的
に
血
中
の
ブ

ド
ウ
機
濃
度
が
高
く
な
る
の
で
す
。

A
V
高
血
糖
は
何
が

-}
わ
い
の
か

身
体
に
は
、
イ
ン
ス
リ
ン
が
無

く
て
も
純
分
を
と
ん
ど
ん
取
り
込

ん
で
行
く
制
胞
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
血
管
の
内
側
に
あ
る
の
で
す

が
、
高
血
制
が
続
く
と
砂
川
間
出
け

の
伏
態
と
な
っ
て
血
管
が
も
ろ
く

な
る
の
で
す
。
相
尿
病
の

3
大
合

つ

例
症
で
あ
る
綱
脱
症
(
祝
力
障
害
)

・
腎
症

(臨H
不
全
を
起
こ
す
こ
と

も
)

神
経
障
害
は
こ
の
よ
う
主

埋
由
で
血
色
が
障
害
さ
れ
た
結
果

起
こ
り
ま
す
。

-
予
防
す
る
た
め
に
は

生
ま
れ
つ
き
の
索
因
は
仕
方
の

な
い
こ
と
で
す
。
し
か
し
日
市
生

前
は
気
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
腹
8
分
目
で
食
品
を
と
り
す
き

ず
明
菜
を
た
っ
ぷ
り
取
っ
て
い
加
分

や
脂
肪
を
投
え
め
に
し
ま
し
ょ
、
つ
。

ま
た
約
分
も
と
り
す
ぎ
は
い
け

ま
せ
ん
が
、
そ
れ
だ
け
が
糖
尿
病

の
原
因
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

食
事
的
取
り
過
ぎ
や
運
動
不
足

肥
満
な
ど
が
要
因
と
な
る
の
で

こ
れ
ら
の
ポ
イ
ン
ト
は
他
の
成
人

病
予
防
に
も
な
り
ま
す
。

ま
た
、
自
党
症
状
が
ほ
と
ん
ど

いm'
い
こ
と
か
ら
、
定
期
的
な
検
査

が
大
切
で
す
。
尿
叫
聞
は
他
山
川
な
人

で
も
見
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
の
で

尿
検
抗
だ
け
で
主
く
血
ほ
検
去
を

年
l
困
は
受
け
ま
し
ょ
う
。

〕3
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10月の休日当番医 令。@oo@o住民の動態 今o@o令

耐Jl月比

(ム 1)

8月末現在

7.322人口人

まま④5321

2④5011 

8②0221 

2②0324 

2②0057 

(北楠山)

(北楠山)

(今金)

(今金)

(今金)

北t白山町国保病院
i立南ロイヤル病院

今金町国保病院

市問医院

岩 nn 医院

6日

10日

13日

6) 3.535人男20日

(ム 7)3，787人女27日

(ム 7)2，571世'i日w術数

固いつまでもおしあわせに

%千葉収ミ(上位川 ) ~岩純典子 、d末広 11Jf)

%砧雌干明 弘(寒折)=森図絵干11、't， (~~~ 

%1J-j 川相l幸 弘(神丘中古)ニ佐藤干 .I~I: ~/ (末広間)

柏
山
支
庁
で
は
北
海
道
南
西

沖
地
反
発
生
か
ら

3
年
を
迎
え
た

こ
の
時
則
に
、
復
興
削
泣
の
明
る

い
楠
山
を
全
国
に

P
R
す
る
愉
山

復
興
カ
レ
ン
ダ

を
作
成
す
る
た

め、

~I ) 

日}ミ問T

大利l肝「

一
般
公
募
に
よ
る
7
方
ト
コ

ン
テ
ス
ト
を
尖
地
し
ま
す
。

。
テ
!
?
復
興
し
た
仰
山

仰
山
地
区
内

「
復
興
し
た
姿
」

「紫
附
ら
し
い
自
然
や
史
跡
を
汗

末広田l

68t，足

59(& 

89/:1証

82"k 

自由おくやみもう しあげます

8月21日

9月1日

8月23日

B月26日

、
，ぇ

ソヘλ

よへん

夫 江ifi 

セ

さ

オミ

1.11 

オミ

村

Si? 

イl

，'. 
1ι" 

111 

「
北
海
道
桧
山
復
興
力
レ
ン
タ
』 代

9月17日受付分まで記岐

U.I 

I令官員111

84;在

50歳

9月9日

9月15日

ヒサノ 乍

子さんヲL

長谷川

国中

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
写
真
大
募
集

• 
景
に
明
る
く
一
科
ら
す
人
た
ち
L

守
イ
ベ
ン
ト
行
事
等
の
行
催
事
」

主
と
の
被
写
体
を
通
し
て
、
出m
山

の
魅
力
を
表
脱
し
て
く
だ
さ
い
。

O
締
め
切
り

平
成

8
年

ω月
お
日

ω

当
日
消
印
有
効

O
応
募
万
法

O
応
非
は

一
人
山
内
ま
で

北
海
道
南
西
沖
地
災
以
降
に
出

中
学
生
愛
指
令

グ
ラ
ン
ド
で
石
拾
う

今
金
中
学
校
の
生
徒
が
、
8
月

幻
目
、
愛
指
令
ラ
ン
ド
で

「
フ
ィ

ー
ド
オ
ブ
ド
リ
ー
ム
梢
恕
」

に
参
加
し
石
拾
い
を
し
ま
し
た
。

愛
指
令
ラ
ン
ド
の
ク
ラ
ン
卜
は
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
背
丈
く
ら

い
仰

び
て
球
場
ら
し
く
見
え
て
き
て
い

ま
す
が
、
広
い
グ
ラ
ン
ド
の
た
め

石
も
ま
だ
あ
り
、
中
学
l
年
生
斜

名
が
外
野
部
分
の
石
拾
い
を
し
ま

し
た
。

川
印
さ
れ
た
も
の

)

カ
ラ

l
ス
ラ
イ
ド
お
剛
以
上
、

又
は
カ
ラ

l
プ
リ
ン
ト
凶
切
版
以

上
の
単
写
真
で
応
募
し
て
く
だ
さ

しO
送
り
先
お
問
い
合
わ
せ
先

干
0
4
3

船
山
郎

江
差
町
字
陣
屋
町

3

3

6

3

柏
山
支
庁
地
域
政
策
課

8
0
1
3
9
5
2
1
0
1
0
 

(内
線
2
1
8
4
)

O
れ

金

占

H

最
優
秀
日
(
1
占

)5
万
円

台

優

秀

賞

(
1
占

)3
万
同

制
②

O
T
-
-番

• 

発
行
/
北
海
道
今
金
町
役
場

こ
の
広
報
が
発
行
さ
れ
る
こ
ろ

に
は
、
野
球
が
楽
し
め
る
立
派
な

7
ラ
ン
ド
が
姿
を
表
わ
す
で
し
ょ

〕4
 
1
 
〔

つ。

編

集

後

記

9
月
号
で
山
田
告
さ
ん
は
山
田

哲
也
さ
ん
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正

し
て
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
広
報
「
い
ま
か
ね
」
を

発
行
し
て
お
り
ま
す
が
、
町
民
の

方
よ
り
難
し
い
一言
葉
な
ど
多
い
と

の
ご
立
見
が
あ
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
に
説
ん
で
い
た
だ
く
た

め
に
、
分
か
り
ゃ
す
い
表
現
主
ど

を
仰
い
、
税
し
み
や
す
い
広
報
と

な
る
よ
う
心
掛
け
た
い
と
思
い
ま

す
。

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
公
聴
係


